
民
具
収
蔵
展
示
施
設

整
備
ま
で
の
歩
み

　

民
具
と
は
、
昔
か
ら
受
け
継

が
れ
て
き
た
農
具
や
漁
具
、
生

活
用
具
の
こ
と
で
す
。
民
具
は
、

当
時
の
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の

で
き
な
い
重
要
な
物
で
し
た
が
、

農
家
住
宅
の
建
て
替
え
と
農
業

の
機
械
化
に
よ
っ
て
昭
和
40
年

代
か
ら
捨
て
ら
れ
て
い
く
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
消

失
し
そ
う
な
民
具
を
残
そ
う
と

い
う
機
運
が
高
ま
り
、
収
集
が

始
ま
り
ま
し
た
。
集
ま
っ
た
民

具
は
旧
分
校
や
旧
寄
宿
舎
な
ど

に
分
散
し
て
保
管
さ
れ
た
の
で

す
。

　

そ
の
後
、
平
成
元
年
か
ら
開

始
さ
れ
た
町
史
編
さ
ん
事
業
に

よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
民
具
を
整

理
す
る
事
業
が
展
開
さ
れ
ま
し

た
。
整
理
作
業
は
実
際
に
使
用

し
て
き
た
町
民
自
ら
が
掃
除
を

し
て
写
真
を
撮
り
、
整
理
分
類

し
た
後
、「
民
俗
資
料
調
査
カ
ー

ド
」
に
記
録
す
る
と
い
う
工
程

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た

取
組
は
、
民
具
整
理
の
先
進
事

例
と
し
て
「
只
見
方
式
」
と
呼

ば
れ
、
国
内
の
み
な
ら
ず
、
海

外
か
ら
も
視
察
す
る
人
が
訪
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
整
理

さ
れ
た
民
具
は
１
０
、
０
０
０

点
を
超
え
ま
し
た
が
、
そ
の
中

の
２
、
３
３
３
点
が
国
重
要
有

形
民
俗
文
化
財
と
し
て
指
定
さ

れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
民
具
は

朝
日
振
興
セ
ン
タ
ー
前
の
旧
朝

日
公
民
館
に
保
存
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
同
公
民
館
も
老

朽
化
が
進
み
、
近
年
で
は
貴
重

な
民
具
類
を
展
示
す
る
場
所
も

無
い
と
い
っ
た
状
況
で
し
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、
町

で
は
、
平
成
25
年
に
民
具
収
蔵

展
示
施
設
検
討
委
員
会
を
立
ち

上
げ
、
展
示
施
設
の
構
想
や
コ

ン
セ
プ
ト
に
つ
い
て
検
討
を
行

い
ま
し
た
。翌
年
に「
民
具
収
蔵

展
示
施
設
基
本
構
想
」
と
し
て

ま
と
め
、
平
成
28
年
に
は
「
民

具
収
蔵
展
示
施
設
基
本
計
画
」

を
策
定
、
そ
れ
を
も
と
に
基
本

設
計
と
実
施
設
計
を
組
み
、
昨

年
６
月
よ
り
同
施
設
の
建
設
に

着
工
し
た
の
で
す
。

重要文化財を「収蔵」し、「展示」「活用」を図る
「只見町モノとくらしのミュージアム」（仮称）

　大倉地内を走る国道289号沿い、会津只見考古館の隣に大きな建物が建設されています。これ
は平成15年、国重要有形民俗文化財に指定された「会津只見の生産用具と仕事着コレクション」を
保管するための収蔵施設です。この建物は、会津只見考古館とつながって一体化した施設となり、
「只見町モノとくらしのミュージアム」（仮称）として整備される計画です。只見町の宝である重要文
化財を「収蔵」し、「展示」と「活用」を図る拠点施設として、令和4年4月の開館を目指しています。
　本号では、これまでの歩みや整備計画の内容などについて紹介します。
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「只見町モノとくらしのミュージアム」（仮称）構想 令和4年4月開館予定

※本図はイメージであり、実際に建設中の建物とは異なる部分があります。

「展示」「活用」エリア【会津只見考古館】
・展示ゾーン
縄文時代から現代までのモノ（土器から民具まで）
・体験ゾーン
さまざまなモノを使った体験活動を行う

「収蔵」エリア【現在建設中の建物】
・収蔵ゾーン
国指定重要有形文化財2,333点を保存する
※令和３年９月より旧朝日公民館から移動
・展示ゾーン
企画展示を行う

渡り廊下

「収蔵エリア」（建設中）

◯旧朝日公民館に収蔵されて
いる国指定重要有形民俗文
化財を移して収蔵する。

◯企画展示を行う。

◯展示内容を一新する。
◯体験活動ができるコーナーを設ける。
◯改修工事を検討する。
◯民具収蔵展示施設と現考古館の建物を「渡り廊下」で結ぶ。

▲建設中※１月末時点

◀旧朝日公民館

「展示」「活用」エリア（現考古館）
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只見町モノとくらしのミュージアム（仮称）
準備検討委員会　

委員長　佐
さ

々
さ

木
き

　長
たけ

生
お

さん

町
内
外
の
有
識
者
な
ど
が
集
う

準
備
検
討
委
員
会
を
発
足

　

３
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
た
よ
う

に
、
新
た
に
建
設
さ
れ
る
民
具

収
蔵
施
設
は
、
既
存
の
会
津
只

見
考
古
館
と
渡
り
廊
下
で
つ
な

が
り
一
体
化
し
た
施
設
と
な
り

ま
す
。
基
本
構
想
で
示
さ
れ
た

理
念
を
も
と
に
、
こ
れ
ら
一
体

化
し
た
施
設
を
「
只
見
町
モ
ノ

と
く
ら
し
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」

（
仮
称
）と
し
て
収
蔵
し
、
展
示

す
る
計
画
で
す
。
具
体
的
に
は
、

現
在
建
設
中
の
建
物
を
国
重
要

有
形
民
俗
文
化
財
で
あ
る
民
具

を
収
蔵
す
る
施
設
と
し
、
渡
り

廊
下
で
つ
な
が
る
会
津
只
見
考

古
館
の
改
修
工
事
を
行
い
、
土

器
か
ら
民
具
ま
で
を
展
示
し
て

体
験
す
る
施
設
に
す
る
構
想
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
組
織

や
運
営
体
制
、展
示
活
用
方
法
、

そ
し
て
旧
朝
日
公
民
館
に
残
っ

て
い
る
民
具
の
あ
り
方
に
つ
い

て
具
体
的
に
協
議
し
て
い
く
た

め
、「
只
見
町
モ
ノ
と
く
ら
し

の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム（
仮
称
）準
備

検
討
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
、

町
内
外
の
有
識
者
を
含
め
た
12

名
の
委
員
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

（
表
１
）。

　

今
年
１
月
14
日
に
開
催
さ
れ

た
検
討
委
員
会
で
は
、
正
副
委

　只見町では５0年来収集してきた民具が整理され、その数は
10,000点を超えています。その中の2,３３３点が、「会津
只見の生産用具と仕事着コレクション」として国重要有形民俗
文化財に指定されています。これらは町内のお年寄りが自ら調
査・整理したもので、町民が作り上げた町の宝です。只見町の
民具整理は「只見方式」とよばれ、全国的に高く評価されてい
ます。今年11月7～９日には、日本民具学会の大会が只見町
で開催され、全国各地からたくさんの研究者が集まります。只
見町の民具はそれほど価値が高いものなのです。
　このたび国重要有形民俗文化財を収める民具収蔵庫が大倉に
建設され、会津只見考古館と一体化した新たな施設が誕生しま
す。只見町モノとくらしのミュージアム（仮称）準備検討委員会
では、只見ユネスコエコパークの地に、自然に抱かれたくらし
と歴史を伝え、町民が誇ることができるミュージアムとなるよ
う鋭意努力していく所存です。町民各位のご支援とご鞭撻のほ
どよろしくお願いいたします。

福島県相馬市出身。福島県立博物館専門員の時に、町民とともに
民具整理を行い、それ以来、只見の民具に関連した事業や研究に
携わる。

▶
準
備
検
討
委
員
会
で

　
展
示
内
容
な
ど
を
検
討
す
る

表1 只見町モノとくらしのミュージアム（仮称）
準備検討委員会委員

氏　名 役　職
佐々木長生 委 員 長
久野　俊彦
飯塚　恒夫
新国　　勇 副委員長
星　美弥子
馬場　敏行

氏　名 役　職
山﨑　行弘
目黒　良樹
三瓶こずえ
平山真恵美
横田　雅則
中野　陽介

員
長
が
選
出
さ
れ
た
後
に
早
速
、

現
地
視
察
が
行
わ
れ
、
今
後
の

日
程
や
展
示
活
用
構
想
に
つ
い

て
の
協
議
が
始
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
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多
く
の
町
民
の
想
い
が

詰
ま
っ
た
施
設
に

　

町
民
の
皆
さ
ん
の
手
に
よ
っ

て
日
々
失
わ
れ
て
い
く
農
耕
用

具
や
生
活
用
具
が
集
め
ら
れ
、

整
理
・
収
蔵
す
る
ま
で
に
50
年

と
い
う
歳
月
が
過
ぎ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
に
携
わ
っ

た
方
々
の
多
く
は
他
界
さ
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
き

れ
い
に
磨
か
れ
て
整
理
さ
れ
た

膨
大
な
数
の
民
具
は
整
然
と
保

管
さ
れ
、
使
用
方
法
や
思
い
出

を
書
き
綴
っ
た
１
３
、０
０
０
枚

に
も
の
ぼ
る
「
民
俗
資
料
調
査

カ
ー
ド
」
も
大
切
に
保
存
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
今
も
な

お
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
民
具

の
寄
贈
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
民
具
は
、
現
在
も

学
校
教
育
の
場
な
ど
で
活
用
さ

れ
る
機
会
が
多
く
、
町
の
歴
史

や
文
化
を
次
世
代
に
伝
え
て
い

く
と
い
う
点
で
非
常
に
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

先
人
か
ら
受
け
継
い
で
き
た

町
の
宝
で
あ
る
「
民
具
」。
そ
の

宝
を
遺
し
て
い
こ
う
と
す
る
町

民
の
皆
さ
ん
の
強
い
意
思
が
、

お問い合わせ先
只見町教育委員会生涯学習係
☎0241－82－5320

（只見町モノとくらしのミュージアム（仮称）
準備検討委員会　事務局　　　　　　　　　）

こ
れ
ま
で
の
成
果
を
生
み
出
す

原
動
力
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

「
只
見
町
モ
ノ
と
く
ら
し
の
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
」（
仮
称
）は
、町
民
の

熱
い
思
い
が
詰
ま
っ
た
施
設
と

な
る
よ
う
、
令
和
４
年
４
月
開

館
を
目
指
し
て
着
々
と
検
討
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

▲①民具の寸法を調査 ②民具の収集作業 ③「民俗資料調査カード」により民具を整理 ④各メディアに取り上げられる機会も増えていった

▶
民
具
調
査
・
整
理
の
成
果
で
あ
る

　「
民
俗
資
料
調
査
カ
ー
ド
」

▶
旧
朝
日
公
民
館
で
民
具
に
つ
い
て
学
ぶ
児
童

同
公
民
館
は
町
内
小
学
校
を
中
心
に
、

学
習
の
場
と
し
て
積
極
的
に
活
用
さ
れ
て
い
る

●①

●③

●②

●④
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